
 

 

 

 

（仮称）教育福祉総合センター建設工事 

基本設計（案） 
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新築棟 既存校舎 既存体育館階層

1 階 図書館・郷土資料室・シアター・
企画展示・カフェ等

郷土資料室・子育てひろば・子ども家庭支援
センター・児童発達支援相談部門・コミュニ
ティ施設・事務室・会議室・相談室等
防災倉庫 体育館

郷土資料室・教育センター・会議  講習室等

教育センター・男女共同参画センター・
事務室・相談室・会議  講習室等

図書館・自動化書庫等

機械室等

2階

3階

（仮称）教育福祉総合センター建設工事 基本設計概要

市民ワークショップ

市民ワークショップを通じて多くの
市民の皆さんからのご意見・ご要望
等をいただいたところであり、検討
した結果、施設計画に取り入れるこ
とにします。
この他にも、多くの意見を頂いてお
りますので、今後、運営面も含めて
検討させていただきます。

だれでも使いやすい明るい施設
・エレベーター設置台数の増設を検討
します。
・階毎に段差のないフロアを検討しま
す。
・施設内を可能な限り、下足とするこ
とを検討します。
・子育てひろばを日当りの良い場所へ
の配置を検討します。

新たな知との出会いを生む学びの場
・「本との出会い」が生まれるような配
架計画を検討します。
・新築棟の郷土資料室展示室と図書館ゾ
ーンの一体利用を可能とし、本を持ち
出せるゾーンを広くすることを検討し
ます。
・既存校舎に民具を体験できるスペース
を検討します。

イメージ

今後のスケジュール（予定）

各部門の連携による新たに生まれる学び・支援の共有整備の考え方

機能配置

① 各課の相談窓口を一本化することで
教育と福祉が一体となった継続的な
支援が可能になります。

② 図書館、教育センター、郷土資料室
の連携により、書籍と実物を同時に
活用した教育の場を創出することが
可能になります。

③ 教育センターと、男女共同参画セン
ターの連携により、同様の立場にあ
る親が集う機会を提供することが可
能になります。

④ 子ども家庭支援センターと、男女共
同参画センターの連携により、子育
てに悩みを持つ親が集い、話し合い
などを行う場を紹介することが可能
になります。

⑤ 子育てひろばを通して、子どもや保
護者へのくつろぎや交流の空間を提
供しながら児童発達支援センター・
子ども家庭支援センターへの連携を
図ります。

本市では、余暇時間の拡大や市民意識の変
化に伴い、生涯学習に対する市民の関心が
高まってきており、高齢化への対応に併せ
教育・文化の充実が求められてきました。 
こうした状況を受け、平成24年３月に「 昭
島市社会教育複合施設 建設計画基本方針・
基本計画」（以下「基本方針・基本計画」
という。）を作成し、市民の交流の場と市
民の様々な課題解決を支援する生涯学習の
知の拠点となる図書館・郷土資料室・教育
センター・男女共同参画センターの整備を
計画しました。
その後、「基本方針・基本計画」を踏襲し
さらに児童発達支援相談部門・子ども家庭
支援センター・子育てひろばを加え「（仮
称）教育福祉総合センター」とし、つつじ
が丘南小学校の跡地と校舎を活用し、平成
31年度の完成を目指し総合的に整備するこ
ととしました。

、

設計方針

昭島市のつながりの
拠点となる施設

・本施設は、利便性の高い立地で、市の
方針である「つなぐ・広げる・見つけ
る・育む」活動をより効果的に行うこ
とが可能となります。
・激変するネットワーク環境や情報サー
ビスなどを柔軟に取り入れ、あらゆる
世代が満足できる優しさにあふれたユ
ニバーサルデザインとします。
・市北部には玉川上水や昭和の森など自
然豊かな環境、南部には多摩川に沿っ
た豊かな土地を活かした農地と住宅地
が広がる地勢を有しています。市全域
に渡りネットワーク化していく拠点を
つくります。

・新築棟は、校庭部分に配置すること
で、各施設を繋ぐ本施設群の中心と
なります。
・図書館ゾーンと郷土資料室ゾーンを
一体にすることで、地域図書と郷土
資料の共同展示・閲覧等が可能とな
り、本施設独自の学びの場をつくり
出します。
・各ゾーンをゆるやかに繋ぎながら人
の流れをつくるブックウォール(本棚
の壁)は、施設内外に向けて交流の渦
を巻きおこします。
・ブックウォールは、各分類の入門的
な本を配置します。誰でも気軽に様
々な本に出会えるきっかけをつくり
ます。

１ 2 ３新築棟を核として
交流を促す学び舎

環境配慮・災害時

・敷地内の既存樹木を可能な限り残し、緑
豊かな施設にするとともに、敷地の記憶を
継承します。
・太陽光発電パネルの設置、雨水利用を検
討し、自然エネルギーを施設内で積極的に
利用します。
・建物間のスペースは防災広場として、炊
き出しや一時避難場所に転用します。
・マンホールトイレやかまどベンチなど、
災害時に有効な備品などを取り入れます。

関連書籍を配架している事例
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[ 所 在 地 ] 昭島市つつじが丘３-３-15（旧つつじが丘南小学校敷地）
敷地面積：16,500.52㎡（うち1,250 ㎡は(仮称)児童発達支援センターの敷地分割）

敷地概要

延床面積・階数

新築棟
( 教養文化施設 )

鉄骨造一部
鉄筋コンクリート造

3階

3 0 1 6 ㎡

5 6 4 7 ㎡

3階

2 0 8 8 ㎡

5 0 3 9 ㎡

建物

構造

階数

既存校舎

鉄筋コンク
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既存体育館

鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

2階

9 4 2 ㎡

1 0 4 1 ㎡

建築面積
延床面積

仮

案内図

各機能連携イメージ

交流の渦 本棚配架イメージ

既存樹木・
建物間スペース

昭島市のつながり

市民図書館、図書館分館・分室

昭島市役所

公園・運動場 等

KOTORIホール
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▲実施設計完了▲基本設計完了 オープン予定▲
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（仮称）教育福祉総合センター建設工事 基本設計(案) 02

配置計画

・校庭の新築棟を介して各施設のアクセスの動線を計画することで、各施設の連携を高めると共に、新たな交流が生まれます。

・既存校舎、既存体育館の出入口、敷地出入口の校門を活用することで、つつじが丘南小学校の記憶が継承されます。

・敷地の東西に駐車場を配置することで、来館者が利用施設毎に駐車場を選択可能となり、利便性の高い施設となります。

既存体育館

第1駐車場

駐輪場

第2駐車場
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(教養文化施設)

ブックポスト

市道北150号

JR青梅線

都
道
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（仮称）教育福祉総合センター建設工事 基本設計(案)
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２階平面図（既存校舎）

３階平面図（既存校舎） 平面図(既存体育館）

1階平面図（既存校舎）

（仮称）教育福祉総合センター建設工事 基本設計(案) 04

車椅子
利用者用
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